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ア

ジ

ア
･

ア

フ

リ

カ

法
律
諮
問
委
員

合

力

イ
ロ

合
議
に

出
席
し
て

大

卒

善

梧

(

一

)

合
議
の

日

程
と

議
題

ア

ジ

ア
･

ア

フ

リ

カ

法
律
諮
問
委
貝
合
の

第
二

合
期
は
､

一

九

五

八

年

十
月

一

日

よ

り

十
四

日

ま
で
､

ア

ラ

ブ

連
合
共
和
国
の

首
都
カ

イ
ロ

に

お

い

て
､

ビ

ル

マ

･

セ

イ
ロ

ン

･

イ
ン

ド
･

イ
ン

ド

ネ
シ

ア
･

イ

ラ

ク
･

日

本
･

ア

ラ

ブ

連
合
･

ス

ダ
ン

の

九
カ

国
の

委
員
が

出

席
し

て

開

催
さ

れ

た
｡

こ

の

法
律

諮
問
委

員
合
は
､

一

九
五

七

年
四

月

十
八

日
か

ら
二

十
七

日
ま

で
､

イ
ン

ド
の

ニ

ュ

ー

デ

イ
リ

に

お
い

て
､

第
一

禽
期
を

開
催
し
､

こ

こ

に

て

こ

の

準
政
府
間
国

債
た

る

委
員
曾
が

正

式
に

登
足
し

た
｡

こ

の

法
律

諮
問
委
貝
合
は
､

ビ

ル

マ

･

セ

イ

ロ

ン

･

イ

ン

ド
･

イ

ン

ド

ネ

シ

ア
･

イ

ラ

ク
･

日

本
･

シ

リ

ア

の

七
カ

国
を

原
委

員
と

し
て

お

り
､

従
っ

て

ア

ジ

ア

法
律
諮
問
委
員
合
と

解
し

て

い

た
｡

と
こ

ろ
が
､

一

九
五

八

年

二

月
に

シ

リ

ア

は
エ

ジ

プ

ト

と

合
邦
し
て
､

新
ら
た

に

ア

ラ

ブ

連
合
共

和

淘
が

成
立
し
､

こ

の

連
合
が

シ

リ
ア

の

地

位
を

承
髄
し
､

嘗
然
に

こ

の

合

議
の

原
委
員
団
に

ア

ラ

ブ

連
合
が

な
っ

た
｡

そ
こ

で

合
名
も
､

ア

フ

リ
カ

を

追
加
し

て
､

ア

ジ

ア
･

ア

フ

リ
カ

法
律
諮
問
委
員
合
と

言
う
こ

と

に

塗

っ

た
｡

ま

た

第
二

合
期
は
､

第
一

合
期
の

申
し

合
せ

に

よ
っ

て
､

一

九
五

八

年
の

七
月
に

セ

イ
ロ

ン

で

行
わ

れ
る

は

ず
だ
っ

.

た

が
､

同
園
に

国
語

問

題
に

か

ら
ん

で

園
内
騒
擾
が

あ

り
､

そ
の

た

め

開

催
国
を

箭

退
し

た

た

め
､

ア

ラ

ブ

連
合
が

引

受
け
て
､

カ

イ
ロ

に

お
い

て

開
催
さ

れ

る
こ

と
に

な
っ

た
｡

現

季
〕

の

食
の

加
盟
国
は
､

前
記
の

七

原
雇
員
閥
の

外
に
､

後
に

加
盟

を

認
め

ら
れ

た
パ

キ

ス

タ
ン

及
び

ス

ダ
ン

の

二

園
が

あ

る
｡

し

か

し
､

カ

イ
ロ

合
議
に

は
パ

キ
ス

タ
ン

は

委
員
を

漁
連
し

な
か

っ

た
｡

こ

れ

は

開
催

地
を
パ

キ
ス

タ
ン

が

好
ま

な
か

っ

た
た

め
で

な
い

か

と

想
像
さ

れ

た
｡

こ

の

外
に
､

オ

ブ

ザ
ー

バ

ー

の

参
加
を
そ

の

都
度
認
め

ら

れ

て

い

る
｡

第
二

合
期
で

は
､

カ

ン

ポ

ジ

ヤ

･

フ

ィ

リ

ピ

ン

･

タ

イ

の

三
カ

国
の

外
に
､

ア

ラ

ブ

連
盟
が

オ

ブ

ザ
ー

バ

ー

を

派
遣
す
る

こ

と

が

承
認
さ

れ

た
｡

主
催
地

の

関
係
も

あ
っ

た
が
､

ア

ラ

ブ

連
盟
の

オ

ブ

ザ

ー
バ

ー

が

度
々
眺

望
一日
を

許

さ

れ

た

の

は
､

議
事
規
則
上

や

や

異
例
の

感
じ

が

し

た
｡

フ

ィ

リ
ピ

ン

及

び

タ

イ
の

二

園
は

近
い

将
来
に

こ

の

合
議
へ

正

式
に

参
加
す
る

可
能
性
が

多
い

と

観
察
さ

れ

た
｡

左

に

各
委
員
の

氏
名
を

掲
げ
て

置
く
｡

ビ
ル

マ

ロ
亡
→

ヨ
P

首
席
委
員

り
･

ミ

ン

･

テ

ィ

ン

亡

呂
甘
已

→
F
O

ぎ

C

E
e

f

一

宏
t
-

○

①

○
巾

t

訂
∽

亡
p

言
ヨ
e

C
O

弓
t

O

竹

田
亡
→

ヨ
P

副
委
員

り
･

ニ

ヤ

ン

･

チ

ン

C

Z
q

ロ

ゴ
t

ゴ
ロ
ー

A

邑
∽
t

呂
t

担
t

t

O

り
ロ
e

Ⅵ

G
e

ロ
e

→

阜

q
n
-

○

ロ

O
f

如

実
ヨ
p
.
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セ

イ
ロ

ン

〔
e
)
､

-

○

ロ

首
席
委
員

バ

ス

ナ

イ
エ

ク

甲

声

野
r

告
P

盲
粁
e
-

の

莞
e

ロ
ー

仏

C
O

仁
ゴ
∽

e
-

〉

C

E
e

f

.
言
∽
t

-

c
e

O
f

C
e

ユ
○

ロ

一

副
委
員

タ
ム

ビ

イ

ア

ロ

弓
･

→
F
P

ヨ
b

訂
F
-

の

莞
e

ロ

ガ

C
〇
･

亡

日

給
-

P

n

み

C
O

m

日
訂
巴
○

ロ
e

→

O
f

A
詮
-

申
①
仏
-

C
e

ユ
O

n
一

イ

ン

ド

一

日

d
i

p

首
席
委
員

セ

タ

ル

ヴ

ア

ド

]

芦

C
.

S
e
t

巴
ノ

さ
d
､

A
什

t

O

岩
e

呵

G

?

n
e

→

已

紆

C
F

巴
→

ヨ
P

ロ

○
巾

｢
p

弓

n
O
】

ゴ
{

已
訟
-

○

ロ

○
≠

H

ロ

d
i

P

副
委
員

キ

ウ
ヅ

リ

イ

.
∽

喜
E
n

C
F

2
-

n

F

弓
㌣

S
e

2.｡
→

A
㌣

d

d
C

賢
e
-

∽

毒
記
ヨ
¢

C
O

宅
t

O
巾

H

ロ

巴
戸

イ
ン

ド
ネ
シ

ア

}

ロ

d
O

n
e

S
-

P

首
席
委
員

ジ

ョ

ジ

ア

デ

ソ

エ

ル

ジ

ョ

A

旨
m

邑
∽

O

e

b
P

a
甘

U
J

O

号
P

d

訂
O
e

コ
○
-

担
ヨ
J

P

設
P

d
c

→

○

〓
ゴ

d
O

n
e

巴
p

t

O

∽
J
メ

ェ
什

N

e

ユ
P

ロ

P

副
委
員

タ

ジ

ブ

ナ

ビ

ス

S
.

ロ
･
→

量
J

ロ
P

笠
松

〕
ゥ

巳

2 .
∽

t

e

→

C
O

仁

n

琶
-

-

O

J
H

ロ

d
O

ロ
e

巴
p

n

臼

2
b

P

詮
ご

Z
①

W

U
e
-

E
一

イ
ラ

ク

l

→

P

β

首
席
委
員

ザ
カ

リ

ア

H

監
P

ロ

N

P
打

寛
ぎ

｢
e

笥
-

A
d

ユ
芳
→

P

ロ

d

A
c
-

ど
叩

亡
日

計
1

∽
2

0

岩
旨
1

q

O
f

∽
t

巳
e

訂
1

句
○

→
e
】

g

ロ

A
鞘

巴
詔
.

副
委
員

エ

ル

･

エ

ジ

ア

イ

リ

A
♂

d

已
･

A

m
首

H
-

E

首
-
-

)

ロ
e

勺

ま
対

句
亡

E
-

c

竹
ウ
U

芳
C

亡
t

O
r
.

日

本

甘
勺
a

ロ

首
席
委
員

高
柳
賢
三

憲
法
調
査

曾
々

長

副
委
員

大
平
善
梧

一

橋
大
畢
迭
畢
部
数
授

ア

ラ

ブ
連
合
共

和
国

亡

2 .
t

e

d

A

芸
才

声
e

勺
-

g
の

首
席
委
員

マ

ホ

メ

ッ
･

ド

A

g
e
-

A
N
-

N

呂
O

F
P

m
e

d
)

勺

記
∽

T

d
e

臼
t

O
巾

t

F
e

C
O

仁
→

P
e

C
P
∽
∽

P
t

-

○

ロ
.

副
委
員

ア

ブ

デ
ラ

H
N

N

E
-

口

許
e

A
b

空
-
-

-

p
､

U
e

中

n

O
h

t

訂

句
p
O

已
t

Y

O
f

F
P

W
-

H
-

ロ

∽

F
P

ヨ
∽

亡

已
d

d

記
訂

¥

ス

ダ
ン

∽
仁

d
p

n

侍
各
国
は

必
要
に

應
じ

て

ア

ド
バ

イ

ザ
ト

を

改
造
し
た
｡

日

本
は

カ

イ

ロ

大
使
館
の

佐
藤
参
事
官
小

高
書
記
官
の

外
に
､

ロ

ー

マ

大
使
館
か

ら

安

田

書
記
官
を

渡
達
し

た

が
､

結
局
は

そ
の

う
ち

安
田

書
記
官
が

始
終
全
権

委
員
に

つ

い

て

熱
心

に

協
力
し

た
｡

尚
ニ

ュ

ー

デ
イ

リ

の

事
務
局
か

ら
セ

ン

氏

巳
口

中

紆
ロ

が

来
訪
し
､

そ
の

優
秀
な

才
幹
に

よ
っ

て

巧
み

に

本

脅
を

運
営
し
て

行
っ

た
こ

と

は

特
記
す
べ

き
で

あ
っ

た
｡

カ

イ
ロ

合
議
の

議
題
は

次
ぎ

の

如
く

で

あ
っ

た
｡

そ
の

法
律
問
題
に

関

す
る

分
だ

け

を

記
し

て

置
く

に

と

ど

め

て
､

運
営
及
び

組
織
に

関
す
る

事

項
は

省
略
し

た
い
｡

○

委
員
合
規
程
第
三

條
何

項
に

基
づ

く

参
加
国
政
府
か

ら

諮
問
さ

れ

た

法
律
問
題

L

外
交
特
権

D

首
-

○

ヨ

巳
岩.
H

ヨ

ヨ
∈
き
打
払
‥

2
.

犯

罪
人
引
渡
の

原
則

七

ヰ
ー

n
c

首
】

e
∽

○

巾

E

已
岩
d

≡
○

ロ
‖

3 .

商
取
引
に

関
す
る

国
家
の

免
除
H

ヨ

2
亡

n
i

t

呵

O
h

S
t

芝
e

払

ニ
ー

記
名
e

O
t

O

巾

C
0

2
日
e

3
-

巴

→

岩
ロ
∽

P
O
t
-

○

ロ
‥

29 4

二

重

国
籍

D
仁

巴

C
+

巨
羅
臼

巴
F

首
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5 .

外

国
人
の

地

位

∽
t

巴
宏
○
{

A
ご
e

監
.

〇
委
員
曾
規
程
第
三

候
的
項
に

基
づ

く

共
通
の

関
心
が

あ

る

法
律
事
項

⊥

婚
姻
事
項
に

関
す

る

外

囲

判

決
の

承

認

声
e

O

O

g

2.
こ
○

ロ

O
f

句
○
→
e
-

g

日

日
e

O

→

e

e
∽

-

ロ

呂
P
t

ユ
ヨ
0

ロ

㌻
-

呂

已
t

e

諾
‥

2 .

法
律
扶
助

句

記
e

r
e

他

盲
-

A
岩
.

･
右
の

議
題
は
､

す
べ

て

カ

イ
ロ

合
議
に

ぉ
い

て

論
議
さ

れ

た
が
､

外
交

特
権
に

つ

い

て

は

委
員
禽
と

し
て

の
一

應
の

報
告
を

作
成
し
て

終
了

し
た

が
､

そ
の

他
は

第
三

禽
期
の

議
事
に

裾
績
す
る

こ

と
に

な
っ

た
｡

な

お
､

第
三

含
期
は
､

一

九
五

九

年
十
一

月

末
セ

イ
ロ

ン

に

お
い

て

開
催
さ

れ

る

こ

と
に

決
定
し

た
｡

第
四

合
期
あ

た
･
り

は
､

東
京
に

く
る

位
の

藷
定
に

な

り

そ

う
で

あ

る
｡

(

二
)

合
議
の

議
事

こ

の

ア

ジ

ア
･

ア

フ

リ

カ

法
律
諮
問
委
貞
合
は
､

参
加
国
政
府
が

指
名

し

た

法
律
委
員
が

集
合
し

て
､

法
律
問
題
を

討
議
し
､

委
員
合
と

し
て

そ

の

結
果
を

そ

れ

ぞ

れ
の

政
府
に

報
告
す
る

の

が

任
務
で

あ

り
､

本
来
は

各

国
政

府
の

諮
問
に

集
圏

的
に

答
え

る

の

が

建
て

ま

え

で

あ

る
｡

カ

イ
ロ

合

議
は
､

定
め

ら

れ

た

議
事
日

程
に

基
づ

き
､

ま

ず
日

本
が

報
告
者
に

な
っ

て

い

た

外
交
特
権
か

ら

論
議
を

進
め
､

一

腰
す
べ

て

の

議
題
に

つ

い

て
､

各
委
員
の

意
見
を

徹
す
る

や

り

か

た

で

議
事
を

虞
理

し
て

行
っ

た
｡

合
議

の

結
果
よ

り

も
､

各
国
委
員
が

参
加
す
る

こ

と
が

意
味
が

あ

り
､

従
っ

て

毎
日
の

よ

う
に

夜
は

招
待
が

あ
っ

て
､

委
員
相
互
の

交
錯
が

は

か

ら

れ

た

が
､

そ
の

方
も

国
際
合
議
の

通
例
な

が

ら

相
嘗
の

精
力
せ

要
す
る

も
の

で

あ
っ

た
｡

次
ぎ
に

簡
単
に

議
題
の

各
項
目
に

つ

い

て
､

論
議
の

経
過
を

略
述
す
る

こ

と
に

し

た
い

〕

■

川

外
交
特
権

外
交
特
権
の

報
告
者
に

は

わ

が

高
柳

賢
三

氏
が

嘗
っ

た
｡

報
告
書
は

す

で

に

提
出
し
て

あ
っ

た

が
､

こ

れ

は

東

京
の

外
務
省
が

中
心
に

な
っ

て
､

国
際
迎
合
の

国
際
法
委
員
禽
第
九

合
期
の

報
告
､

す
な

わ

ち

｢

外
交
関
係

及
び

外
交
特
権
免
除
に

関
す
る

僕
約
案
+

を
一

應
基
礎
と

し

て

作
成
さ

れ

た

も
の

で

あ

る
｡

し

か

し
､

こ

の

委
員

曾
が

九

月
に

延

期
さ

れ
､

そ
の

結

果
す
で

に

国
際
法
委
員
含
第
十

合
期
の

報
告
が

出
来
て

い

た
の

で
､

日

本

案
は

こ

の

報
告
と

封
比

さ

れ

る

こ

と
に

な

り
､

前
年
は

日

本
案
を

先

議
し

た

が
､

後
半
は

第
十

合
期
草
案
を

先
議
す
る

方

法
が

採
ら

れ

て
､

そ
の

筋

は

合
議
の

議
論
を

豊
富
に

し
た

効
果
は

あ
っ

た

か

も

知
れ

な
い

が
､

や

は

り

日

本
側
の

準
備
不

足
を

露
わ

し
た

傾
き

の

あ
っ

た
こ

と

は

否
定
で

き

な

ヽ

○

-

し

外
交
特
権
の

問
題
は
､

ニ

ュ

ー

デ

イ

リ

合
議
に

お
い

て

イ
ン

ド

政
府
に

ょ
っ

て

提
示

さ

れ
､

川
園
内
立

法
に

よ
っ

て

規
制
す
る

こ

と
が

遠
雷
で

あ

る

か

香
か
､

何
問
内
立

法
に

よ

る

と

す
れ

ば
､

包
括
的
に

国
際
法
を

受
容

す
る

形
が

よ
い

か

又
は

詳
細
に

国
内

法
で

規
定
す
べ

き
か
､

川

国
内
法
上

で

問
題
が

起
っ

た

と

き

に

裁
判
所
の

意

見
が

優
先
す
る

か

外
務
省
の

意
見

を

参
酌
す
∴

､へ

き
か

の

問
題
が

議
論
さ

れ

た
｡

と
こ

ろ
が
､

ア

一ア
ブ

連
合
が

新
し

く

参
加
し

た

形
に

な

り
､

そ
の

肇
吉
で

外
交
特
権
に

関
す
る

倹
約
を

作
成
す
る

よ

り

皇
苧

ろ

国
内
立

法
に

ま
か

せ
た

方
が

良
い

と

の

意
見
が

強

く

な

り
､

日

本
が

條
約
と

し

て

作
成
し

た

報
告
は

政
府
に

封
す
る

勧
告
の

だ

J

大
綱
と

言
う
夙
に

欒
化
し

た
こ

と

は

特
記
せ

ね

ば

な

ら

な
い
｡

国
際
法
の

舶

虹



1
二‾′■■良■

｢
-

ノだ･‾
二T■

r

･･
長 一乍ロ

▼
甲さY‾デ′フ ご' -■そ ′

.
｢
∴

'

て
'

ア･ r
′

ご■｢
㌣､

‾∴ 発1
■

キ､呈㌣ニ
パ

.
′

.
半 澤

7
二

戸一丁㌣〆 .

■ ､■ノ †耶

一 橋論叢 第 四十 一

巻 第 三 既 ( 9 6 )

餞
連
の

鮎
か

ら

見
れ

ば
､

や

は

り

條
約
説
の

方
が

好
ま

し
い

の

で

あ

り
､

そ
の

鮎
日

本
側
と

し
て
一

應
主
張
し

て

態
度
を

明

ら

か

に

し

て

置
い

た

が
､

固

執
は

し

な
い

と

軟
化
せ

ぜ

る

を

え

な

か
っ

た
｡

外
交
特
権
制
度
は
､

古
く
か

ら

殆
ん

ど

国
際
的
に

確
立
し

終
っ

た

制
度

で

あ

り
､

国
際
法
委
員
合
第
十
合
期
の

報
告
は

な
か

な
か

周

到
に

で

き

た

草
案
で

あ

り
､

こ

れ

以

上
の

條
文
を

僅
か

な

カ

イ
ロ

合
議
に

よ
っ

て

案
出

す
る
こ

と

は

困
難
で

あ
っ

た
｡

た

だ

新
興

濁
立

国
と

し
て

如
何
に

既
成
の

国
際
法
制
度
を

受
容
す
べ

き

か

と
い

う
問
題
は

切

賓
で

あ
り
､

そ

の

意
味

か

ら

各
委
員
の
熊

望
一一口
に

は

相
嘗
傾
聴
す
べ

き

も
の

が

あ
っ

た
｡

議
論
と

な

っ

た

主
な

薪
は
､

川
第
三

国
人
を

外
交
使
節
に

任
命
す
る

場
合
の

問
題

､

∽
私
的
使
用
人
の

地

位
の

問
題
､

川
特
樺
と

免
除
と

の

直
別
の

問
題

､

叫

相
互

主
義
の

問
題
な

ど
で

あ
っ

た
｡

国
際
法
上
で

外
交
特
権
な

ど

は

客
観
的
に

制
度
化
す
べ

き

で

あ
っ

て
､

今
さ

ら
に

相
互

主
義
を

探
り

入

れ
て

団
に

よ

り

待
遇
を

整
え

て

複
雑
に

す

る

こ

と

は

考
え

も
の

で

あ

る

が
､

ア

ジ

ア

諸
国
は

し

き

り

に

平

等
互

宙
を

主
張
す
る

の

は
､

平
和
五

原
則
の

影
響
ば
か

り

で

は

な

く

て
､

そ
の

国
家

的
利
益
を

反
映
し

て

お

る

こ

と
が

了
解
さ

れ

た
｡

イ
ン

ド

が

外
務
省
の

解
繹
勧
告
制
度
c

2

↑
t

i

D
O

已
2

を

英
国
か

ら

嶺
愛

し
て

盛
ん

に

振
り

ま

わ

す
傾
向
が

あ
っ

た
の

は

注
目
す
べ

き
で

あ
る
｡

日

本
に

は
こ

の

制

度
は
で

き
て

い

な
い
｡

或
い

は
こ

の

鮎
は

反
省
改
善
し
て

よ
い

こ

と

で

は

な
か

ろ

う
か
｡

拘

犯

罪
人
の

引

渡

事
務
局
の

用
意
し
た

質
問
書
に

基
づ

い

て

各
委
員
の

意
見
が

個
々

に

徹

せ

ら

れ

た
｡

一

犯

罪
人

引
渡
の

法
的
義
務
(

六
の

質
問
)

二

自
国
人

及
び

第
三

国
人
の

引
渡
(

九
の

質
問
)

三

犯

罪
人

引
渡
の

制
限
(

九
の

質
問
)

四

引
渡
犯

罪
(

三

の

質
問
)

五

引
渡
の

手
績
(

九
の

質
問
)

六

引
渡
請
求
の

競
合
(

一

の

質
問
)

七

不

嘗
被
逮
捕
者
の

回
復
(

三
の

質
問
)

日

本
は
こ

の

問
題
に

つ

い

て
､

相
嘗
詳
細
な

覚
書
と

附
属
資
料
を

提
出

し
て

い

た
の

で
､

各
項
目
別
に

改
め

て

應
答
を

な

す
必

要
は

認
め
ら

れ

な

か
っ

た

わ

け
で

あ
る

が
､

各
国
の

例
に

倣
い
､

私
が

答
粁
に

嘗
っ

て

簡
単

な

説
明

を

行
っ

て

置
い

た
｡

ア

ラ

ブ

側
が

犯

罪
人

引
渡
の

條
約
集
を

配
布

し
､

質
問
に

た

い

す
る

答
も

務
め
プ

リ
ン

ト

に

し
て

提
出
し

て

お
い

た

周

到
な

用
意
振
り
に

は

感
心

さ

せ

ら

れ

た
｡

日

本
の

法
制
が

比

較
的
完
備
し

て

い

た

た

め
に
､

答
粁
は

容
易
で

あ
っ

た

が
､

や

は

り
､

こ

の

方
面
の

研

究
が

わ
が

学
界
に

不

足
し

て

い

る

鮎
は

改
め
て

考
量
し
て

お

く

必

要
が

あ

ろ

う
｡

川

二

重

国
籍

事
務
局
の

用
意
し

た

質
問
書
に

基
づ

い

て

前
例
通
り

各

委
員
の

意
見
を

個
々

に

徹
し

て

議
事
を

進
め

た
｡

一

二

重

国
籍
の

取
得
(

八
の

質
問
)

二

二

重

国
籍
者
の

自

国
に

居
住
す
る

も
の

の

地

位
(

九
の

質
問
)

三

二

重

国
籍
者
の

自

国
に

居
住
し

な
い

も
の

の

地

位
(

四
の

質
問
)

四

二

重

園
籍
を

有
す
る

外
国
人
の

地

位
(

五
の

質
問
)

五

解
決
方

法
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( 9 7 ) 学 界 滑 息

日

本
は

第
一

合
期
に

覚
書
を

持
出
し
て

お

り
､

ま
た

こ

の

質
問
表
に

つ

い

て

は
､

中
大
の

桑
田

教
授
よ

り

詳
し
い

解
答
表
が

提
出
さ

れ

て

い

た

た

め
に
､

委
員
圃

と

し

て

は

非
常
に

力
強
い

思
い

を
な

し

た
｡

安
田

書
記
官

が

こ

の

應
答
の

任
を

捨
雷
し
､

立
汲
な

意
志
表
示
を

な

し
え

た
の

は

幸
い

で

あ
っ

た
｡

東
南
ア

ジ

ア

に

お

け

る

華
僑
の

地

位
な

ど
の

徽
妙
な

問
題
は

直
接
に

で
･

て

こ

な

か
っ

た

が
､

寧
ろ
こ

の

通
の

各
国
の

現
地

事
情
が

か

か

る

合
議
で

知
り

う
る

な

ら

ば

大
き

な

収
穫
だ

と

思
わ

れ

る

の

だ

が
､

法
論
理

だ

け

に

走
っ

て
､

法
事
賓
の

探

求
に

注
意
が

足
ら
ぬ

の

は

遺
憾
だ

と

思
わ

れ

る
｡

少
し

く

政
治
的
問
題
に

な
っ

て

も

遠
慮
せ

ず
に

議
論
を

進
め

て

み

た

ら

面

白
い

と

考
え

ら

れ

る
｡

ア

ラ

ブ

連
合
よ

り

二

重

国
籍
に

関
す
る

協
定
案
が

提
出
さ

れ

た

が
､

こ

れ

は

次
ぎ
の

合
期
に

移
送
さ

れ

た
｡

㈹

一

商

取
引
に

関
す
る

国
家
の

免
除

日

本
側
に

は
一

番
用
意
の

足
り

な
か

っ

た

部
分
で

あ

る

が
､

理

論
的
な

研
究
は

も

ち

ろ

ん

古
く
か

ら

わ
が

学
界
で

行
わ

れ

て

き

た
｡

前
岡
か

ら

佐

藤
和
男
氏
が

こ

の

部
分
を

引
き

受
け
て

報
告
書
を

提
出
し

て

お

り
､

高
柳

賢
三

氏
の

鑑
定

書
も

持
参
し

た

け

れ

ど
も
､

具
髄
的
な

論
議
準

備
は

や

は

り

足
ら

ず
､

質
問
に

た
い

す
る

應
答
に

嘗
っ

た

私
は

相

嘗

苦
し

め

ら

れ

た
｡

も

ち

ろ

ん
､

事
務
局
の

用
意
し
た

質
問
書
に

基
づ

い

て

各

項
目

毎
に

委
員
の

意

見
を

徹
し

て

行
っ

た
｡

一

′
国
家
免
除
の

概

要
(

六
の

質
問
)

二

準
公
的
性

格
の

政
府
活
動
(

五

の

質
問
)

三

純
粋
私
的
･

商
業
的
性
椅
の

政
府
活
動
(

三
の

質
問
)

四

公
企
業
(

四
の

質
問
)

五

通
商
代
表
の

位
置
(

五
の

質
問
)

六

外
国
政
府
及
び

外
国
公
企
業
に

封
す
る

訴
訟
(

四
の

質
問
)

七

問
題
の

解
決
策
(

二

の

質
問
)

こ

の

問
題
に

つ

い

て

は
､

ア

ジ

ア
･

ア

フ

リ
カ

諸
国
は

可
な
り

後
進
的

地

位
に

あ

り
､

国
家
資
本
に

よ
っ

て

経
済
開
尊
を

行
わ
ね

ば

な

ら

な
い

立

場
に

あ

る
た

め
に
､

な
か

な

か
一

般
国
際
法
上
の

理

論
通
り
の

雪
盲
が

で

て

こ

な
か

っ

た
｡

イ
ン

ド

ネ
シ

ア

代
表
は

前
岡
も

国
家
責
任
を

強
調
し

て

い

た
が
､

今
岡
も

若
干
の

援
和
を

見
せ

た

け

れ

ど

も
､

な
お

依
然
と

し

て

国
家
企
業
の

特
権
免
除
を

要
求
し

て

い

た
｡

国
家
の

地

位
と

公
企
業
の

地

位
を

直
別
し
ょ

う
と

す
る

動
き

も

見
ら

れ

た
｡

高
柳
賢
三

氏
が

私
の

意

見
を

補

足
す

る

意

味
で
､

国

家
と

公

企

業

(

賢

巳
e

t

l

邑
訂
粥

告
g
P

ロ

訂

監
-

○

ロ
)

の

直
別
を

す
る

考
え

方
を

否
定
し

て
､

日

本
の

対
外
経
済
活
動
の

法
的
待
遇
の

平
等
化
を

主
張
さ

れ

た
こ

と

は
､

こ

こ

に

特
に

記
録
し

て

置
か

ね

ば

怒

ら

な
い

と
こ

ろ
で

あ
る
｡

丁

度

カ

イ
ロ

に

通
商
交
渉
の

た

め

に

小

田

部
参
事
官
一

行
が

見
え

て

居
っ

て
､

色
々

な

貿
易
上

の

知
識
を

入

手
で

き

た
の

は

好
都
合
で

あ
っ

た
｡

拘

外
国
人
の

地

位

日

本
は

す
で

に

覚
書
も

前
回
出
し
て

お

り
､

ま
た

法
務
省
の

準
備
し

た

解
答
表
も
カ

イ
ロ

合
議
の

た

め

用
意
し
て

い

た
が
､

若
干
は

本
省
の

管
轄

外
だ

と

言
っ

て

質
問
に

答
え

て

な
い

項
目
も

あ
っ

た
｡

し

か

し
､

高
柳
賢

三

氏
が

老
巧
に

こ

れ

ら

も

虞
理

し

て

大
過
な

く

終
る

こ

と

が

で

き

た
｡

事
務
局
が

用
意
し

た

質
問
表
は

左
の

如
く

詳
細
を

極
め

た

も

の

で

あ
.っ

た
｡
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一

外
国
人
の

入

園
(

六
の

質
問
)

外
国
人

登
録
(

一

の

質
問
)

庇
護
権
(

四

の

質
問
)

六 五 四 三

入

国
後
の

外
国
人
の

地

位

外
国
人
の

個
人
的
自
由
(

十
の

質
問
)

財
産

権
(

二

の

質
問
)

課
税
強
制
公
債
等
(

四
の

質
問
)

徴
兵
強
制
課
役
(

二

の

質
問
)

本
国
の

保
護
樺

外
国
人

出
図
の

制
限
(

三
の

質
問
)

外
国
人
の

繹
放
(

六
の

質
問
)

外
国
人
の

待
遇
に

閻
す
る

国
際

責
任

.

国
家
磯
闇
の

行
為
に

関
す
る

責
任
(

六
の

質
問
)

個
人
の

行

為
に

関
す
る

責
任
(

三
■の
質
問
)

カ

ル

ポ

ー

主
義
(

二

の

質
問
)

こ

の

問
題
は

相
雷
に

微
妙
な

と

こ

ろ

が

あ

り
､

な
か

な
か
一

概
に

は

立

言
で

き

な
い

と
こ

ろ
で

あ
っ

て
､

ア

ジ

ア
･

ア

フ

リ
カ

諸
国
の

諸
制
度
の

現
状
に

止

目
す
る

と

き
に
､

■
日

本
と

し

て

治
外
法
権
的
な

古
い

考
え

方
は

捨
て

る

必

要
が

あ

る

に

し

て

も
､

た

だ

ち
に
一

般
国
際
法
上

の

理

論
だ

け

で

行
っ

て
､

人
民

保
護
権
の

行

使
が

十
分
で

あ
る

か

ど

う
か

疑
問
と

な

る

こ

と

が

起
っ

て

く

る

の

で

は

な
い

か

と

懸
念
さ

れ

る
｡

内

乱
が

通
常
の

政

攣
だ

と
い

う
よ

う
な

国
家
に

お

い

て
､

私
人
の

行

為
に

つ

き
一

切

国
家
が

責
任
を

負
わ

な
い

し
､

司
法
的
救
済
が

あ

れ

ば

外

交
問
題
と

は

な

ら

な
い

と

言
う
一

本
調
子
で

ゆ
か

な
い

面
が

生

じ

や

し

な
い

か
｡

相
常
に

こ

の

達

の

と
こ

ろ
ほ

現
地

事
情
と

に

ら

み

あ
わ

せ

て

考
え

て

お

く

必

要
が

あ

る

だ

細

ろ

う
0

β

中

国
の

不

平
等
保
約
の

研
究
を

行
い
､

従
っ

て

外
国
人
の

地

位
を

歴
史

的
に

考
察
し

て

き

た

も
の

に

と
っ

て
､

ア

ジ

ア

に

お

け

る

現

在
の

外
国
人

の

法
的
地

位
を

も

改
め
て

研
究
し
て

お

く
こ

と

が

望
ま

し
い

と

感
じ

ら

れ

た
｡

こ

の

際
､

重
商

條
約
と

組
み

あ

わ

せ

て

日

本
人
の

封
外
活
動
の

法
的

保
護
の

問
題
に

止

目
す
べ

き
で

あ

ろ

う
｡

拘

婚
姻
事
項
に

闇
す
る

外

囲
判
決
の

承
認

セ

イ
ロ

ン

の

タ
ム

ビ

イ

ア

副
委

員
か

ら

非
常
に

努
力
し

た

報
告
書

声
e
･

p
O

ユ
○

ロ

t

F
2

声
2

0

0

叫

日

吉
O

n

P

n

d

出

已
○

岩
2

日
e

ロ
t

O
巾

句
○
→

e
i

g

ロ

ロ
?

○

蒜
e
m

二
日

買
監
ユ

ヨ
O

n
-

巴

岩
巴
訂
詔

g
l

H
.

W
.

→
P

ヨ
望
P

F

が

提
出

さ

れ

た

が
､

各
委
員
に

は
カ

イ
ロ

に

お
い

て

配
布
さ

れ
､

十

分
に

吟
味
す

る

絵

裕
が

な
か

っ

た

の

で
､

第
三

合
期
に

延

期
せ

ら

れ

る

こ

と

に

な
っ

た
｡

日

本
と

し
て

も
こ

の

報
告
を

岨

喝
し

た

上

で
､

さ

ら
に

わ

が

立

場
を

考
慮
し
た

よ
り

秀
れ

た

覚
書
を
セ

イ
ロ

ン

合
議
ま
で

準
備
し

て

置
か

ね

ば

な
る

ま
い
｡

こ

の

方
面
は

日

本
の

民
法
尊
者
訴
訟
法
学
者
国
際
私
法

学
者

の

協
力
を

あ

お

が

ね

ば

な

ら
ぬ

分
野
で

あ

り
､

か

か

る

合
議
が

契
機
に

な

っ

て

共
同

研
究
が

組
織
化
さ

れ

る

こ

と
が

切

望
さ

れ

る
｡

の

司
法
扶
助

こ

れ

は

日

本
と
セ

イ
ロ

ン

が

初
め

熱
心

に

取
り

あ

げ

た

問

題
で

あ

る

が
､

ま

だ
ア

ジ

ア
･

ア

フ

リ

カ

諸

国
の

現

状
は

そ
こ

ま
で

に

事
情
が

進
ん

で

お

ら
ぬ

様
子
で

あ

り
､

前
岡
日

本
か

ら

覚
書
が

提
出
さ

れ

た

だ

け
で
､

今
岡
は

殆
ん

ど
こ

の

問
題
は

と

り

あ

げ

ら

れ

な
か

っ

た
｡

時
間
の

徐
裕
が

な
か

っ

た

ば

か

り

で

は

な
い
｡

各
国
の

法
制
度
に

つ

い

て

の

共
同
歩
調
が
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整
っ

て

な
い

こ

と

も

原
因
し
て

い

る

と

思
わ

れ

る
｡

テ
ー

マ

を

選
ぶ

場
合

に

も

注
意
を

要
す
る

と
こ

ろ
で

あ
る
｡

(

三
)

合
議
の

印
象

ア

ジ

ア
･

ア

フ

リ

カ

法
律
諮
問
委
貞
合
の

カ

イ
ロ

合
議
に

出
席
し

て

み

て
､

今
さ

ら

な

が

ら

痛
感
さ

れ

た
こ

と

は
､

日

本
の

法
畢
界
の

鎖
国
性
と

言
う
こ

と

で

あ

る
｡

日

本
は

明

治
以

来
大
い

に

努
力
し

て

欧
米
の

法
律
を

輸
入

し
て

き

た
｡

そ

し

て

楷
受
し
た

法
律
を

わ

が

国
に

合
う
よ

う
に

工

夫

し
て

諸
制
度
を

育
成
運
用
し

て

き
た

わ

け
で

あ

る

が
､

何
と

言
っ

て

も

輸

入

上

模
倣
の

方
が

先
き

で
､

払

慣
や

建
設
の

方
は

お

留
守
に

な
っ

て

い

た

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

し

か

も
､

輸
入

し

た

も
の

が
､

中
造
園
で

あ

る

た

め

か
､

そ
の

ま

ま
に

外
国
に

出
し
て

も

取
か

し

く

な
い
.よ
う
な

形
に

は

さ

れ

て

な

く
て
､

逆
に

語
学
の

鮎
で

も

ま

た

考
え

方
の

鮎
で

も
､

特
別
な

鎖
国

状
態
に

な
っ

て

し

ま
っ

て

お

る

と
い

う
現
状
で

あ

る
｡

法
撃
に

も

国
際
的

水

準
が

あ
る

の

で

あ
る

か

ら
､

こ

れ

を

目
標
に

し
て

世

界
に

出
し
て

恥
か

し

く

な
い

法
理

論
を

展
開
で

き

る

よ

う
に

せ

ね

ば

な

ら
ぬ

と

感
じ

ら
れ

て

な

ら

な
い

｡

ア

ジ

ア

･

ア

フ

リ

カ

諸
国
で

は
､

外
国
法
を

組
述
し
て
､

そ
の

ま

ま
の

形
で

お

る
か

ら
､

反
っ

て

後
進
国
で

あ

る

た

め

に

今
の

委
が

立
汲
に

保
ち

え

ら
れ
､

世

界
的
水
準
か

ら

見
て

も

そ

れ

ほ

ど

遜
色
の

な
い

法
学
者
が

出

て

居
る
こ

と

は

も
っ

と

も

な

次
第
で

あ

る
｡

イ
ン

ド
･

ビ

ル

マ

･

セ

イ
ロ

ン

な

ど

で

は

英
国
流
の

法
学
教
育
が

徹
底
し

て
､

事
賓
を

尊
重

し
､

判
例

を

重

税
す
る

堅

資
な

畢
風
が

残
っ

て

お

る

の

は

た

の

も

し

い

限

り

で

あ

る
｡

濁
宜

し

て

後
は

反
っ

て

そ
の

畢
的
一

般
水
準
が

落
ち

や

し
な
い

か

と

へ

｢

.
r

.
′

J
+
こ

■
∧

㌧

惧
れ

る

も
の

で

あ

る

が
､

今
の

と
こ

ろ
は
､

わ

が

法
学
者
や

裁
判
官
よ

り

も

造
か

に

秀
れ

た

国
際
的
人

物
が

居
る

こ

と
に

感
服
し

た
｡

わ

が

若
き

世

代
の

奮
起
を

待
望
す
る

こ

と

切

な

る

も
の

が

あ
る
｡

他
事
な

が

ら
､

わ

が

国
内
で

の

学
園
や

波
間
な

ど
の

争
い

は

笑
止

千
苗
で

あ
る
｡

全
倦
と

し

て

の

わ
が

学
界
の

撃
的
水
準
を

高
め

る
こ

と
に
一

重
に

努
力
し

た
い

も

の

だ

と

熱
願

す
る
■)

ア

ジ

ア
･

ア

フ

リ

カ

法
律
合
議
で

は
､

英
語
が

合
議
用
語
に

な
り
､

コ

ン

モ

ン

･

ロ

ー

が

考
え

方
の

中
心

に

な
っ

て

く

る
｡

合
議
出
席
者
が

も
っ

と

英

法
の

知
識
を

滴
表
し
て

お

く
こ

と

が

必

要
の

よ

う
で

あ
る
｡

も

ち

ろ

ん
､

エ

ジ

プ

ト

や

シ

リ

ア

が

参
加
し

て

く

れ

ば
､

フ

ラ

ン

ス

語
も

合
議
で

使
用
さ

れ

る

こ

と
に

な

り
､

大
陸
法
も

重

要
視
さ

れ

る

よ

う
に

な
っ

て

く

る
｡

こ

れ

ま
で

イ
ン

ド

だ

け
が

支
配
し

て

い

た

合
議
に
､

ア

ラ

ブ

の

聾
が

浸
透
し
て

く

る
こ

と

も

否
定
で

き

な

い
｡

し

か

し
､

新
ら

し

く

濁
立

し

た

囲
の

多
く

は

菖
英
帝
国
の

支
配
下
に

あ
っ

た

も

の

で
､

改
め
て

英
法
の

勢

力
範
囲
の

廣
大
な
の

も

見
直
す
の

で

あ
る
｡

と

に

か

く

に
､

観
念
の

亡

墓

に

踊
る

の

は

や

め

て
､

静
か

に

事
賓
の

前
に

頭
を

さ

げ
る

謙
虚
さ

を

学
び

た
い

も
の

で

あ

る
｡

合
議
の

垂

範
は
､

案
外
に

普
遍
性
が

あ

り
､

国
際
的
な

償
億
が

通

用
す

る

こ

と
を

知
っ

て

寧
ろ

驚
い

た

程
で

あ
る
｡

繰
り

攣
な

議
論
が

で

な
い

ば

か

り
か
､

ア

ジ

ア

的
だ

と

考
え

ら

れ

る

主
張
さ

え

現
わ

れ

て

は

い

な

か
っ

た
｡

良
い

も
の

は

や

は

り

良
い

の

だ
｡

も
っ

と
わ

れ

わ

れ

法
学
者
の

眼
界

を

贋
げ
て

ゆ
ご

う
で

は

な
い

か
｡

(

一

橋
大

寧
教
授
)
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